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引
揚
者
特
別
交
付
金
請
求

事
務
の
受
付
を
始
め
ま
す

特
別
交
付
金
支
給
に
関
す
る
法

律
は
、
八
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
趣
旨
は
引
揚
者
及
び

そ
の
遺
族
な
ら
び
に
、
引
揚
前
死

亡
者
の
遺
族
に
対
し
特
別
交
付
金

を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

こ
れ
は
引
揚
者
の
引
揚
に
お
け
る

数
々
の
問
題
に
対
す
る
政
策
的
措

置
と
し
て
在
外
財
産
問
題
の
最
終

的
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

以
前
の
引
揚
者
給
付
金
は
生
活
援

護
的
な
性
格
を
帯
び
て
お
り
、
引

揚
者
の
早
期
更
生
を
目
的
と
し
て

い
た
た
め
に
、
今
回
の
特
別
交
付

金
と
は
相
違
が
あ
り
従
っ
て
支
給

要
件
が
異
っ
て
い
ま
す
。
前
川
の

給
付
金
を
受
け
た
人
で
も
今
回
の

特
別
交
付
金
は
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
、
ま
た
逆
に
前
回
は
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
で
も
今
向
は

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
ま
ず
最
初
に
法
律
の
趣

旨
を
良
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
趣
旨
徹
底
の
た
め

左
記
の
と
お
り
説
明
会
を
開
き
ま

す
の
で
、
必
ず
も
よ
り
の
会
場
に

お
い
て
請
求
要
領
そ
の
他
を
十
分

ご
理
解
の
う
え
で
請
求
手
続
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
に
、
請
求
書
受
付
事
務
は
、
非

常
に
混
雑
を
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

下
記
に
よ
り
受
付
審
査
を
し
ま
す

の
で
、
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類

を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

一
、
各
地
区
説
明
会
日
程

俵
山
地
区

1
0
月
2
0
日
自
９
時
俵
山
支
所

至
正
　
　
午

深
川
地
ぼ

1
0
月
2
1
日
〃
市
役
所

大
会
議
室

仙
崎
地
区

1
0
月
2
3
日
〃
仙
崎
支
所

通
地
区

1
0月
2
4日
〃
通
支
所

二
、
各
地
区
請
求
書
受
付
日
程

俵
山
地
区

’
　
1
0
月
2
7
日
　
小
原
、
木
津

黒
川
、
郷

1
0
月
3
0
日
　
大
羽
山
、
湯
町

1
0月
3
1日
　
上
政
、
七
重
、

下
上
安
田

通
地
区

1
1月
１
日
　
自
通
１
区

至
通
５
区

1
1月
２
日
　
自
通
６
区

至
通
1
0区

1
1
月
７
日
　
自
通
1
1
区

至
通
1
6区

深
川
地
区

1
1月
８
日
　
自
正
明
市

一

至
正
明
市
五

1
1
月
９
日
　
湊
一
、
湊
二
’

1
1
月
1
0
日
　
湊
三
、
湊
中
央

1
1
月
1
3
日
　
田
屋
、
中
山
、

緑
ヶ
丘

1
1月
1
4日
　
藤
中
、
江
良

1
1
月
1
5
日
　
上
郷
、
下
郷

1
1月
1
6日
　
下
川
西
、
上
の

原
、
開
作

1
1月
1
7日
　
後
ヶ
迫
、
境
川

上
川
西

1
1月
2
0日
　
板
持
、
河
原

1
1月

2
2日
　
殿
台
、
門
前
、

大
河
内
、
小
河
内

1
1
月
2
3
日
　
湯
本
、
三
の
瀬

1
1
月
2
4
日
　
山
小
根
、
中
区

大
峠

1
1
月
2
6
日
　
渋
木
1
2
3

1
1月
2
7日
　
真
木
、
坂
水

仙
崎
地
区

1
1月
2
8日
　
白
方
1
2
3

1
1
月
2
9
日
　
青
海
、
大
泊
、

大
日
比

1
1月
3
0日
　
新
開
、
鳥
越

1
2月
４
日
　
祇
園
、
南
町

1
2月
５
日
　
栄
町
、
本
町

1
2月
６
日
　
洲
崎
、
今
浦

1
2月
７
日
　
新
町
、
幸
町

1
2
月
1
1
日
　
鍛
治
屋
、
中
新

1
2月
1
2日
　
旭
町
、
錦
町

1
2月
1
3日
新
屋
敷
、
北
本
町

自
1
2
月
1
4
日

至
1
2月
2
0日

こ
の
間
市
内
末
請

求
分
を
本
庁
で
受

付
け
ま
す
。

昭和41年度募金事務費
収入の部

項　　 目　　　　　　 金　　 額　　　　 備　　 考

県 共 募 よ り の 交 付金　　　55,  755

前 年 度 よ り の 繰 越 金　　　19, 025

合　　 計　　　　　　　　74, 780

支出の部
項　目　　　　金　額　　　備　考

会 議 費 ‘` 　　　　2, 400

旅　　　 費　　　　　　　　2, 390

雑　　　 費　　　　　　　　1, 290

資　材　費　　　　　　　］1, 645　横断幕立看板等の製作

連絡協議会費　　　　　　22, 850　　協議会の昼食代

歳 末 たす け あ い 資 金 と し て　22, 239
翌 年 度 へ 繰 越 金　　　　　11, 966

合　　　 計　　　　　　　74, 780

昭和41年度配分金
類　　 別　　　　　　 金　　 額　　　　 備　　 考

長 門 支 会 へ　　　　　　　55,  755　　事 務費 とし て

長 門 市 福 祉 協 議 会へ　　660, 993　　 援 護 費　 福祉 対策 費
と し て 使 用

俵 山 湯の 家 へ　　　　1, 300, 000　　 建 築に 対 し ８ ０万
借入金返債に対し５０万

合　　 計　　　　　1, 716, 748

昭和42年度 募金計画表
１　 戸 別 募 金 と し て お 願い し た く考 えて い る頽

通　 地 区　　　81, 840

仙 崎 地 区　　　239, 400
深 川 地 区　　　351, 700

俵 山 地 区　　　68, 280

合　　　 計　　　　741, 240

備考　昨年と同様一戸平均の額は　１２０円
戸数　通　　６８２　　仙崎　1, 995

深川2, 931　　 俵山　５６９

２、街頭募金　　演芸大会　　その他の寄附160, 110
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